
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
設
岡
さ
れ
た
古
い
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
を
巡
り
、
設
備
の
更
新
が
増
え
る
＿
2
0
2
0年
闘
題
」

が
起
き
て
い
る
。
新
設
の
多
か
っ
た
1
9
9
0年
代
の
設

備
が
取
り
換
え
時
期
を
迎
え
て
い
る
ほ
か
、
電
機
大
手
が

20年
以
降
に
113製
部
品
の
供
給
を
相
次
ぎ
止
め
る
。
各
社

は
対
応
を
迫
ら
れ
、
作
業
口
を
増
や
し
た
り
工
事
期
間
を

短
く
し
た
り
す
る
。
更
新
を
商
機
と
み
る
保
守
酵
菜
会
社

と
競
争
が
檄
し
く
な
る
。

三
菱
軍
機
や
日
立
製
作

所
、
東
芝
な
ど
が
設
け
た
国

内
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
的
1

0
0
万
台
と
さ
れ
る
。
老
朽

化
が
進
み
、
日
立
の
関
秀
明

執
行
役
専
務
は

「バ
プ
ル
以

降
に
建
て
た
ピ
ル
で
更
新
期

を
迎
え
て
い
る
」
と
話
す
。

1
9
9
0年
代
の
年
間
の

新
設
台
数
は
現
在
よ
り
4
割

前
後
多
か
っ
た
。
そ
の
こ
ろ

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
、
推
奨

さ
れ
て
い
る
設
昭
綾
20ー
25

年
の
更
新
時
期
に
入
っ
た
。

古
い
エ
レ
ペ
ー
タ
ー
を
す
べ

て
新
し
い
磯
種
に
切
り
替
え

た
均
合
、
更
新
コ
ス
ト
は
数

兆
円
と
の
見
方
も
あ
る
。

更
新
駕
要
が
高
ま
る
別
の

瑯
由
は
、
砲
槻
大
手
が
1
9

7
0
S
80年
代
か
ら
製
造
し

て
い
た
旧
式
エ
レ
ペ
ー
タ
ー

の
た
め
の
部
品
の
供
給
を
止

め
る
こ
と
に
あ
る
。
対
象
は
、

辿
行
を
つ
か
さ
ど
る
頭
脳
で

あ
る
制
御
盤
に
使
わ
れ
る
部

品
な
ど
だ
。

13立
や
フ
ジ
テ
の
た
め
更
新
を
先
送
り
し
て

ッ
ク
が
20年、

三
菱

m機
が
き
た
ケ
ー
ス
も
多
い
。

邸
年
、
東
芝
は
24年
に
供
給
日
立
は
21年
度
の
更
新
受

を
止
め
る
見
込
み
。

注
台
数
が
18年
度
に
比
べ

2

顧
客
で
あ
る
オ
フ
ィ
ス
ピ
割
増
え
そ
う
だ
と
い
う
0
0
8

ル
や
壁
業
施
設
の
側
に
は
、
年
の
米
金
融
危
機
後
の
市
掲

更
新
の
た
め
に
エ
レ
ベ
ー
タ
縮
小
に
慣
れ
て
い
た
各
社

ー
を
止
め
る
と
利
使
性
が
大

は
、
対
応
を
迫
ら
れ
る
。

き
く
掴
な
わ
れ
、
客
足
に
も

一
一
蕊
竜
槻
ピ
ル
テ
ク
ノ
サ

響
く
と
の
隠
念
が
あ
る
。
こ
ー
ご
ス
（
東
京

・
荒
Ill
)
は

三菱電機・日立など対応急ぐ
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